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が位置付けになります。 

 

 

質問者② JAXA イプシロンロケットプロジェクトチーム 宇井様 

イプシロンロケットも昨年度試験機が打ち上がり評価を行っていますが、1/1 オクターブバ

ンド 250Hz 帯のところの音の下がり具合が開発試験時よりも悪くどういう影響かを検討し

ています。リングモードの相関もあるかと考えていますが今のところ原因がきちんとわか

ってはいません。開発試験時は拡散音場でありますがフライト中の音場というのは進行波

が気になりますので、それによってリングモードと音との関係が変わる、というような考

えがおありであればお聞かせください。 

 

発表者 

イプシロンロケットの結果についてですが、直径の関係から約 200Hz というのは少し低す

ぎると思われます。リングモード自体はもう少し高いところにあるため、リングモードは

引っ張られるモードであるためどこかに剛性の不連続な点があると私自身は思っておりま

す。そのあたり、構造がよく分からないのできちんとしたお答えをすることができません。

また拡散音場に関してはご指摘の通りで、拡散音場の試験を通過しなければフライトはで

きませんが、実際にフライトで受ける荷重は拡散音場とは違います。そのあたりをどうし

ていくかは欧米でもきちんとできていないように思われますので、試験センターの方で整

備して頂ければと思います。 

 

JAXA 環境試験技術センター 施様 

コメントさせて頂きます。このリングモードというのはここまで解析されて明確化された

のは初めてかと思います。地上試験の拡散音場でのデータを取得して透過率がかなり高い

ということが分かっており、フライト時のテレメトリデータでもそのような結果が得られ

ています。 

 

発表者 

打上げ時の荷重では十分静かだが拡散音場の試験をすると NG になることや、その逆もまた

あると考えられます。そういうところを実際のフライト環境にふさわしい荷重条件で評価

できるような方向に検討して頂けるとありがたいと思います。 

 

 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.7. 光ファイバセンサを用いた衛星のスマート
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質疑応答 
 
質問者① JAXA イプシロンロケットプロジェクトチーム 宇井様 

質問が二点ある。一点目は、実験装置についてで、構想では軌道上の評価もできるシステ

ムを検討しているが、今回の評価をした際の実験装置では 16 ページに示されているように、

既存の大きいスペクトルアナライザ等を使用している。これらを搭載品とすることの目途

は立っているのか、課題が残っているのかということを教えていただきたい。二点目は測

定可能な温度とひずみの範囲について、私はロケットを担当しているが、ひずみと温度を

同時に分布的に測定できることは、ロケットの研究をより効率的に進める上で大切になる

と思っている。そのためには、温度とひずみの測定範囲が大事になるが、現在どの程度の

測定範囲を想定しているか。 

 

発表者 

一点目については、計測機器を軌道上で使えるかの目途は調査中である。まずは地上試験

で使うことから始めたいと考えている。将来的に軌道上で使える機器を開発したいと考え

ている。 

二点目については、温度は我々の方でも－170℃～＋180℃くらいの範囲で評価していて、

論文では 10K から測定しているものもある。高温は 200℃を超える温度ではセンシングの劣

化が始まるので 180℃が限界と考えている。ひずみは構造に実装した時に、どこまで構造と

一体化して動いてくれるかに依存する。先に実装している接着剤の部分で剥離すると測定

できなくなる。通常のエポキシ系接着剤では 2000μst くらいまでは問題なく測定できる。 

 

質問者② JAXA 環境試験技術センター 施様 

質問が二点ある。一点目はひずみをベースとして測定するが、周波数応答特性はどれくら

いまで測定できるかという点。二点目はひずみと温度の校正をどのようにしているかとい

う点について教えていただきたい。 

 

発表者 

一点目については応答特性はセンサに関しては光でやりとりしているため無視できる。そ

のため計測装置のサンプリング速度に依存する。私の知っている限り 100kHz の製品が光計

測機器メーカーから出ている。しかし、カタログ上確認しただけで、まだ使用したことは

ない。データの校正は温度に関しては、温度変化に対する波長の変化量が物性値として決

まっているので、校正時の温度を基準として、そこからの変化量として算出している。そ

のため校正時には別の温度センサが必要となる。通常はコントロールしやすい室温付近を

基準として使っている。ひずみについても波長の変化量からひずみを求めている 
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